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谷
中
安
規
選
「
和
歌
」 

  

●
出
典 

 

『
莨
』
第
一
巻
第
六
号
（
暁
山
閣
出
版
部
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
五
日
、
九
六
頁
、
「
和
歌
」
と
い
う
表

題
と
選
者
名
は
目
次
で
も
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
） 

   

●
参
考
図
版
の
寸
法 

 

「
和
歌
」
（
九
六
頁
） 

二
・
二
五×

一
・
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

「
俳
句
」
（
九
七
頁
） 

二
・
二
〇×

一
・
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

「
川
柳
」
（
九
八
頁
） 

二
・
四
〇×

一
・
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
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●
解
説 

 

谷
中
安
規
が
『
莨
』
の
読
者
の
投
稿
し
た
和
歌
を
選
び
、
「
選
後
感
」
と
「
選
者
吟
」
（
短
歌
二
首
）

を
添
え
て
い
る
。
「
選
後
感
」
を
読
め
ば
分
か
る
よ
う
に
、
選
ば
れ
た
歌
は
い
ず
れ
も
谷
中
に
よ
っ
て
直

さ
れ
た
上
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
献
は
、
瀬
尾
典
昭
編
「
文
献
目
録
」
の
「
装
幀
・
挿
絵
等
お
よ

び
自
筆
文
献

（

註

一

）

」
に
は
載
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
「
和
歌
」
と
い
う
表
題
は
、
同
号
所
載
の
「
俳
句

（

註

二

）

」
と
「
川
柳

（

註

三

）

」
の
表
題
と
デ
ザ
イ
ン
が
似
て

い
る
が

（

註

四

）

、
こ
れ
ら
も
谷
中
が
手
掛
け
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
右
の
目
録
に
も
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。 

  

〔
註
〕 

 

一
、
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
編
『
谷
中
安
規
の
夢 

シ
ネ
マ
と
カ
フ
ェ
と
怪
奇
の
ま
ぼ
ろ
し
』
（
渋
谷
区

立
松
濤
美
術
館
・
須
坂
版
画
美
術
館
・
宇
都
宮
美
術
館
・
ア
ル
テ
ィ
ス
、
発
行
年
月
日
は
無
表
記
だ

が
著
作
権
表
記
は
二
〇
〇
三
年
、
二
六
四
〜
二
六
七
頁
）
所
載
の
瀬
尾
典
昭
編
「
文
献
目
録
」
の

「
装
幀
・
挿
絵
等
お
よ
び
自
筆
文
献

」
。 

 

二
、
上
田
鶯
谷
選
「
俳
句
」

（
『

莨
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
五
日
、
九
七
頁

）。 

 

三
、
鶯
宿
梅
選
「
川
柳
」

（『

莨
』
第
一
巻
第
六
号
﹇
註
二
の
文
献
﹈
九
八
頁

）。 
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四
、
参
考
図
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

     

執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
一
月
一
九
日
発
行 
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こ
のPD

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


